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A．調査の実施概要

調査目的

アスリートへの写真・動画等による性的ハラスメント及びSNS等における誹
謗中傷等の問題に関して、スポーツ団体の現在の取組状況を把握するとともに、
取組事例の横展開を図る。

以下の各スポーツ団体における、アスリートへの写真・動画等による性的ハラ
スメント及びSNS等における誹謗中傷の防止に向けた、組織としての取組及
び主催大会等における取組。

公益財団法人日本オリンピック委員会（JOC）
公益財団法人日本スポーツ協会（JSPO）
公益財団法人日本パラスポーツ協会（JPSA）

（日本パラリンピック委員会（JPC））
一般社団法人大学スポーツ協会（UNIVAS）
公益財団法人全国高等学校体育連盟（高体連）
公益財団法人日本中学校体育連盟（中体連）
独立行政法人日本スポーツ振興センター（JSC）
 JOC・JSPO・JPCに加盟する中央競技団体 →

令和６年４月１日（月）～令和６年６月７日（金）

【別添１-参考】のとおり

本資料において
「統括団体等」

調査対象

集計対象期間

質問項目

回答数

統括団体等 NF 合計

調査対象団体数(a) ７ 126 133

回答団体数(b) ７ 113 120

割合(b/a） 100％ 89.7% 90.2%

本資料において「NF」

1



2

Q．性的ハラスメントの防止に向けた取組を行っていますか

統括団体等

B．アスリートへの性的ハラスメントの防止に向けた取組

NF

Q．取組を行っていない／行えない理由

はい
7

いいえ
0

※自由記述回答をスポーツ庁にてグルーピング

競技・大会等の性質上
事案が発生しづらい

前例がないため未検討

マンパワー不足

一般的事項としての対応
のみで、特化していない

取組方法が分からない

その他(※)

19

12

5

4

3

9

概観
 統括団体等は全ての団体で、NFは過半数の団体で、それぞれ写真・動画等に

よる性的ハラスメントの防止に向け何らかの取組を実施している。

 NFにおいて取組を行えない理由として、マンパワー不足や取組方法が分から
ないことなどが挙げられている。

 NFにおいて取り組んでいる団体では、統括団体等作成のポスターが活用され
ているほか、撮影時のルールの策定や相談窓口の設置、研修を通じた意識醸成
等が行われている。

 取組に当たっての課題として、撮影機材がマイクロ化しており対策が難しいこ
と、盗撮か否かの判断が難しいこと、また啓発に当たっての資料作成が難しい
こと等が挙げられている。

はい
62

(※)「その他」には、「主催大会がない」「今後
検討予定」「特段理由はない」といった回答
が含まれる。

いいえ
51

NF



（日本パラバレーボール協会提供）

①競技場内での盗撮等防止に向けた取組

Q．取組を行っている団体における取組内容

撮影の許可制(禁止含む)、
撮影可能エリアの指定

大会役員・警備員等による
巡回・監視

撮影・機材等ルールの設定、
報道ハンドブックの作成

統括団体作成
啓発ポスターの掲示

4

4

2

1

※任意回答。自由記述回答をスポーツ庁にてグルーピング。

統括団体作成
啓発ポスター統括団体等

NF

3

撮影の許可制（禁止含む）、
撮影可能エリアの指定

大会役員・警備員等による
巡回・監視

撮影・機材等ルールの
設定・周知

ポスター・場内アナウンス・
HPを通じた周知・啓発

その他(※)

36

29

14

12

6

(※)「その他」には、「SNS発信時の許可制」「ユニ
フォーム規定の見直し」「肖像権管理に関する規
定の明言」「更衣室覗き見防止対策」といった回
答が含まれる。

取組事例
全日本柔道連盟では、主催大会の要項に
会場内での撮影ルールを掲載。
ハラスメント目的の疑念を生じさせる映
像・写真の撮影及び使用の禁止や、違反時
のデータ削除・退場処分についても明記し
ている。

（全日本柔道連盟HPより）

日本パラバレーボール協会では、
大会時、観戦者の目につく観覧席に
注意喚起文書を掲示。
撮影した映像・静止画等の配信等の
禁止を明示している。

https://www.joc.or.jp/for-athletes/reporting/savesport/
https://www.joc.or.jp/for-athletes/reporting/savesport/
https://www.judo.or.jp/tournament/14185/


②盗撮等問題に関する周知に向けた取組 「NO！スポハラ」HP

統括団体等

NF

4

統括団体作成啓発ポスター
の掲示・HP掲載

研修やミーティング等を
活用した周知・啓発

団体としてのステートメント・
規定等のHP公表

団体作成ポスターの掲示・周知

練習中の携帯電話別場所保管

20

11

3

1

1

取組事例

日本エアロビック連盟では、性的ハラ
スメントに特化したものではないが、
関係者への啓発活動の一環として、
メールマガジンにおいて「フォトハ
ラ」を取り上げ。誰もがハラスメント
当事者になり得ることや注意点を周知。

（日本体操協会HPより）（日本エアロビック連盟提供・抜粋）

日本体操協会では、競技場内での盗撮
防止方策に加え、隠し撮りの撲滅に向
けた盗撮禁止ポスターを作成し、HP
に掲載。PDF形式でダウンロードがで
き、都道府県体操協会ならびに関係団
体が使用できるようにしている。
また、HPでは盗撮防止ポスターのほ
か、暴力・暴言防止ポスターも作成・
掲載している。

統括団体作成啓発ポスターの周知・掲示等

「NO！スポハラ」活動特設サイトを通じた啓発

https://www.japan-sports.or.jp/spohara/
https://www.jpn-gym.or.jp/compliance/warning-poster/


③アスリートへのサポートに関する取組

トップアスリートの
ための暴力・ハラスメント

相談窓口(JSC HP）
統括団体等

NF

5

相談窓口・通報窓口
の設置・照会

弁護士や外部機関との連携

研修会やミーティング等
を通じた啓発

事案に応じ投稿削除申請方法
レクチャーや削除依頼を実施

その他(※)

42

10

5

3

4
(※)「その他」には、「選手へのヒアリングの実施」「統

括団体から展開される情報の共有」「相談毎の個別
対応」といった回答が含まれる。

取組事例

日本パラ陸上競技連盟では、合宿時等に選手にヒアリングを実施し、
嫌な思いをしたり、傷つけられたりした経験がないか等を話し合う
機会を設けている。

日本パラバドミントン連盟では、相談内容によって適切に対処できる
よう、男女別対応が可能な体制を構築している。

相談窓口の設置・案内
（事案に応じた競技団体等への注意喚起や対応要請、
相談機関の紹介、弁護士・警察等専門家への相談等）

アスリートへの研修による意識向上と対応策の
伝達

https://www.jpnsport.go.jp/corp/Tabid/517/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/corp/Tabid/517/Default.aspx
https://www.jpnsport.go.jp/corp/Tabid/517/Default.aspx


④特にジュニア選手（大会）を対象とした取組
スポーツにおける

暴力行為等相談窓口
（子ども用）

統括団体等

NF

6

⑤その他、団体独自の取組

JSPO公認スポーツ指導者資格共通科目養成カリキュラムにおいて
ハラスメント行為等に関する内容を包含

統括団体等

NF

競技特性に合わせた異性パートナーとの関わり方等に関するルール
設定・注意喚起

ユニフォームやインナー等の工夫

撮影の許可制、撮影可能エリアの指定

大会役員や警備員の巡回

子ども用相談窓口の設置

保護者への事前説明・ルールの徹底

着替えや着衣に関する指示

統括団体等との連携

大会運営を行う指導者への注意喚起

Q．取組に当たっての課題等
※任意回答。自由記述回答を一部スポーツ庁においてグルーピング。

会場が広く観客が多いと、盗撮を阻止することが難しい。また、撮影機材がマ
イクロ化しており、発見することも難しい。

参考にできるものが少ないため、他団体の防止策や具体的な事象を知りたい。

法令の限界（「性的姿態」のハードル等）もあるなかで、対処が難しい。また、
盗撮かどうかの判断が難しい。具体的な対応方法・処分基準が必要。

アスリートへ周知・啓発するための資料作成が難しい。

いち団体がSNSの規制をかけることは難しい。

海外開催の大会等においては各国の理解や協力も不可欠であり、対策が徹底し
づらい。

https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1363.html
https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1363.html
https://www.japan-sports.or.jp/cleansport/tabid1363.html


C．アスリートへの誹謗中傷の防止に向けた取組

Q．誹謗中傷の防止に向けた取組を行っていますか

Q．取組を行っていない／行えない理由

はい
6

いいえ
1

現時点で事案の発生が稀であり、発生した場合でも在籍校や教育委員会
において対応することが多い。

統括団体等 NF

概観
 統括団体等もNFも、過半数の団体が、誹謗中傷の防止に向け何らかの取組を

実施している。

 NFにおいて取組を行えない理由として、マンパワー不足であることなどが挙
げられている。

 NFにおいて取り組んでいる団体では、研修や講習会等を通じた周知・指導や
相談窓口の設置、大会開会期におけるネットパトロールの実施等が行われて
いる。

 取組に当たっての課題として、「誹謗中傷」の定義が曖昧であることによる
対応の難しさや、アスリートだけでなく指導者等スタッフを守る必要がある
こと等が挙げられている。

※自由記述回答をスポーツ庁にてグルーピング
統括団体等

NF

7

はい
71

いいえ
42

事例が発生していない・
必要性が生じていない

マンパワー不足

アスリートのSNS利用が少ない

協会の組織的な取組がない
(※1)

その他(※2)

23

9

3

3

4

(※1)「組織的な取組がない」には、「アスリー
ト委員会が随時対応・協会へ報告」「統括
団体等の講座を活用するのみ」といった回
答が含まれる。

(※2)「その他」には、「今後検討予定」「特段
理由はない」といった回答が含まれる。



①誹謗中傷問題に関する周知に向けた取組

Q．取組を行っている団体における取組内容
※任意回答。自由記述回答をスポーツ庁にてグルーピング。

8

統括団体等

NF

研修や講習会等を通じた指導・
周知（事例共有含む）

統括団体等作成ポスター・
パンフレット等の周知

相談窓口の設置・案内

規程や誓約書の策定・整備

HP・SNS等を通じた注意喚起

その他(※)

32

8

7

6

5

6
(※)「その他」には、「アスリート委員会やPF等

と連携した取組」「SNSコミュニティガイ
ドラインの周知」といった回答が含まれる。

取組事例

Jリーグでは、SNSによる誹謗中傷防止
啓発映像を作成。
YouTubeにおいて公開しているほか、
試合前やハーフタイムに放映している。

（Jリーグ公式YouTubeチャンネルより）

統括団体作成啓発ポスターやスポーツ庁事務連絡の周知・掲示等

「NO！スポハラ」活動特設サイトを通じた啓発

https://www.youtube.com/watch?v=Ti94aYu7P9k


②アスリートへのサポートに関する取組

UNIVAS相談窓口

9

統括団体等

NF

相談・通報窓口の設置・案内

事案に応じた弁護士との連携・
警察への通報、投稿削除対応、

謝罪要請等

研修や講習会等を通じた指導

47

20

7

取組事例

日本パラサイクリング連盟では、アスリートが広報担当スタッフに
SNS発信などの相談ができる体制を構築。

また、広報担当スタッフをはじめとする職員が随時SNSパトロールを
行い、誹謗中傷事案がないかの確認を行っている。

相談窓口の設置・案内
（事案に応じた競技団体等への注意喚起や対応要
請、相談機関の紹介、弁護士・警察等専門家への
相談等）

アスリートへの研修による意識向上と対
応策の伝達

https://univas.jp/soudan/


③特に大会開会期における取組

10

統括団体等

NF

ネットパトロールの実施

規程や注意事項・
ガイドラインの作成・共有

監督や選手への指導

その他(※)

11

5

2

6

(※)「その他」には、「事案に応じた書き込み削除
措置」「選手・委員会からの情報収集」「大
会のライブ配信中のチャット機能OFF」と
いった回答が含まれる。

取組事例

日本ブラインドサッカー協会では、代表選手の
大会中のSNS利用について「大会期間中におけ
るSNSガイドライン」を策定。

大会の管轄等ごとにカテゴリ分けし、それぞれの
カテゴリの大会に応じたルールを明文化している。

SNSの投稿について、「投稿してよい内容」と
「投稿してはいけない内容」をそれぞれ具体例と
ともに明示している。

（日本ブラインドサッカー協会提供・抜粋）

会場内巡回の実施や統括団体作成啓発ポスターの掲示

セーフガーディングオフィサー・ウェルフェアオフィサーの配置
…JOCにおいては、パリ大会時、競技

に関わる選手団全員のメンタルヘル
スを守る心の専門家（メンタルヘル
スケア）と、スポーツの場面でのあ
らゆるハラスメントや誹謗中傷等の
言葉の暴力で悩んでいる選手をサポ
ートする専門家（セーフガーディン
グ）を配置。



④その他、団体独自の取組

JSPO公認スポーツ指導者資格共通科目養成カリキュラムにおいて
ハラスメント行為等に関する内容を包含（JSPO）

11

統括団体等

NF

Q．取組に当たっての課題等
※任意回答。自由記述回答を一部スポーツ庁においてグルーピング。

広報理事・広報役員による日々のSNS等の確認

アスリート委員会等を通じた選手へのアンケートの実施

競技に関するSNS等への投稿の制限

参考にできるものが少ないため、他団体の防止策や具体的な事象を知りたい。

いち団体がSNSの規制をかけることは難しい。選手としては広く競技を周知
したい気持ちもある。

選手だけでなく、指導者等スタッフにも誹謗中傷が及んでおり、幅広い取組
と継続的な注意喚起が必要。

パワハラやセクハラ、誹謗中傷の定義が曖昧で判断が難しい。

SNS等の専門知識を持った人材育成やボランティアスタッフが必要。また、
炎上前の投稿に関する教育だけでなく、炎上後の対応等に係る教育も肝要。

選手個人に届くＤＭには踏み込むことができず、プラットフォーム事業者に
通報してもすぐには削除されない。事業者の理解、警察の介入、投稿者の摘
発等の進展が望まれる。モニタリングする側のメンタルケアも肝要。

上部・下部団体等との連携においてそれぞれの判断にタイムラグが生じてし
まう。



����
����	
��
�����	���������������� !"#$%&#$'(����	
�)*+,-.�/"�
�����	��010.�2�"������������3�456���789#$:(;���<=�>?@9A"BC9D
�(�3�4EFG�3�4HIJKL�M!N�%OPQR�SR�TU�VRW(�3�4E/XYZ[\[WR�S]̂ ZI_X;!N%&#$�O`abR���<='(cd(�3�4EI�3�456���ef!"<ghi��M56j.9k:�lM̀ a\[Wb]mn�I_X;!No�̂ Z(̀ aTU'<p�OqrR�S]stM!N%&u� !"2YZ['(�3�4EFG�3�4H+vwxyz{|}z~{�|}����������������������;M2�RR�:;!N���PQ���&���VRW

���5���&��� ¡¢£¤¥���5���&�3�4¦¥���5���&§��3�4¦¥¨©ª5��«¬�3�4¦¥���5��­®¯.¬°6±h²���5���&�¬°6±h²³´Jµ���&�3�4¶· �̧¹��ºFG56

56j9»¼½¾¿VÀÁ:W]S\RN���Â�
※選択した回答によって遷移先の
問が変わるため、実際の回答時
の問番号とは異なります。

→２へ

３へ

【別添１-参考】



��������	
��
��������������������	
��
������������� !"#$�����	
��
���%���������&'()*+,$�����	
��
���-�



��������	
��
�����
���������������� �!"#$%&'()�*+�����	
��
�����
�������,�-./
��)����0�123
"���456�
./!"#�����	
$%&'()�*+��
�����
��������789��12:3;<;=>

��789��6�?846�@AB7CDEFGH�3;<;I>
?JKLM
NOP#LMQ�R��
ST#UV)
W�WPT#XYZ
[\;)@]^
_`�����a�b!�+cde5fgCDEFGH�3hijklmnopqrstuvwxyz>
?JK{|,�}�
~�#��./e~����+,�}�
��;)@�./���,�}�7~�Hf��+��#O�!5fg#��W������G�12d��!23]^
_`�����a�b!�+cde5fgCDEFGH�3�opq��t�����tuvwxy�>

→８へ

→７へ

→13へ



��������	
���
�����	
���������	
�����������
�� !"#$�%&���'�()�*+,-./�01
23�456789�:;<=>���?��@AB�CDEFGH�IJK�LM�?��NOPQR��STUVWXCDEFGH�IYZ[\]̂ _̀ ab]̂ cdefghijk
�l�m
n�m
opqrst�u'W��vw�Cxyz{R|IJK�LM�?��NOPQR��STUVWXCDEFGH�I}~c���Z������������ghiik
JK�LM�?��NOPQR��STUVWXCDEFGH�I��̀ ������ g̀hi�k
vw��NOP�!�R����+���ST�
���V&,��(��� "¡¢R£�¤BQ�
¥�¦C§¨�UVWXCDEFGH�Ii©k



��������	
��
�
������������������ !"#$%&'()*+*,-./01234)56-7/8$9&:;<)=>,-?@AB@CDE
!@@@FGH8);< !"#$%&'()*+*,-./01234IJ-KD0=>LMNA@CDOEPQPRST

=>LMNA@H@UMFH@VWXLYZ[\]̂ @EPQPR_T
U`abc9$d&)ef"gh;<iefjA@09$d&)klP,Vm;<no-9$d&Lef p̂A@0qr"st Gpu"v&w-Axy@8]/CDz{| DE}~)��-?@A=�>� @0�ziGpuYZ[\]̂ @E���
���������������R�T
U`a;<)����)��"��)����)��P,Vm����L��jA@0qr-!"�)��H��L�NA@0OU��-� 8¡¢()£¤"¥¦)§¨©ª«¬)­�®̄ &,V-?@A°±²AYZ[\]̂ @E}~)��-?@A=�>� @0�ziGpuYZ[\]̂ @E³�����	
́ µ��������R¶T

→16へ

→15へ

→20へ



���������	
��
�
���������������������� �!"#$%&�'()�*+(,�-./�$%���0#	
��
�
���1
�2�

34567898:(;�<=�>?@A�BC�DE�F G"�EH�IJ��KLMNOP�E#QRSTUVUWSXYZ[\]̂_
@A�BC�DE�F G"�EH�IJ��KLMNOP�E#`abcdefghb[\]i_
jkl�F Gmno�pl�qr�EH�Istuv����wxy43z{|}~��E�!"?t���L��>J��KLMNOP�E#��_


	01_①【別添１】アスリートへの性的ハラスメント及び誹謗中傷の防止に向けた取組に関する調査結果
	スライド番号 1
	スライド番号 2
	スライド番号 3
	スライド番号 4
	スライド番号 5
	スライド番号 6
	スライド番号 7
	スライド番号 8
	スライド番号 9
	スライド番号 10
	スライド番号 11
	スライド番号 12

	01_②【別添１-参考】アスリートへの性的ハラスメント及び誹謗中傷の防止に向けた取組に関する調査



